
富 高 節

黄地 勉 教諭 詞

野口源次郎教諭 曲

多吾久子教諭 振付
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4.金岡J嵐にどんと胸叩きゃ

筋金入りの腕が鳴る

恥を知るのがおいらのほこり

肩で風切る心いき

5.南河内は男のところ

富中健児の育ちどこ

自慢を言 うのじゃ決 してないが

粒よりぞろい千五百

野赳 を行びて

(そ阜嘉覇覇覇季喜S事事事重証憂全里)

1.石川堤の柳がめぐみ

富中の庭に春が来て

白いラインは目も鮮かに

蝶も来て舞 うユニホーム

2.広いプールもあふれる水に

しぶきをあげて飛びこめば

白く輝 く入道雲が

大きな希望を呼ぶようだ

3.かたわれ月も早や傾いて

空を貫 く天の川

友とかたろう夜はいつかふけ

秋のうれいが身にしみる



■ 解 説

もと 「富中節」として生まれたものである

が、その後、高校が発足 し、男女が共学する

ようになって、昭和23(1948)年 、4節5節が

改められた。

1.石川堤の柳がめぐみ

富高の庭に春が来て

白いラインは目も鮮かに

蝶も来て舞うユニホーム

2.広いプールもあふれる水に

しぶきをあげて飛びこめば

白く輝く入道雲が

大きな希望を呼ぶようだ

3、かたわれ月も早や傾いて

空を員く天の川

友とかたろう夜はいつかふけ

秋のうれいが身にしみる

4.雪をいただく金岡Jの峯

野末に遠い霜の朝

梅の枯枝にふくらむ替

春は近いと口平びかける

5.山うるわしく水清らかに

三年の春はこころよく

送り迎える夢多き日よ

感激深き若き日よ

改作にあわせて、体育大会に、職員、生徒、

卒業生が、一つの輪になって踊れるように、

富高節に振 りをつけてみようということにな

って、私はそれを引き受けた。作曲された野

日先生から、「リズムを正 しく、はっきり表

現できて、この詞のところで拍手を二つ、こ

こでは拍手を一つすること」というように注

文があったりして、仕上がるまでには少し苦

労もあった。それでも、簡単にリズムに乗っ

て、楽しく踊れる動きがどうにかできあがり、

体育大会にみんなで踊って、たいへん気分が

盛り上がったのは、なつかしい思い出である。

その後ずっと、体育大会のプログラムには

欠かせない演技種目として続いて来た。今で

も、同窓会などで、富高節を踊ろうという声

に、すぐさま、先輩、後輩が一つの輪になっ

て踊っている。こうしたありさまを見るにつ

け聞くにつけ、振 りつけてよかったと思って

いる。

きっちり踊れない人もいるかと思って、振

り付けを下に書いてみました。

■ 富高節振付け

0隊 形

円になる。全員右をむく。

② 石…

左手を前、右手を上にあげ、左足を前に一

歩出して、体の重心を左足にかける。

③ 川卜・

右手を前、左手を上にあげ、右足を前に一

歩出して、体の重心を左足にかける。

① わ… (川のわ―のひっぱる所)

子白手を一つして、足を揃える。

⑤ 堤の…

右足からその場で、ひとまわり、(右、左、

右、左で足をそろえる。)手 は自然になが

す。

⑤ 柳がめ…

両手を肩の高さに横にひらいて上下に動か

しながら、円の外へ二歩出る。(足は右足

を右へ出して、左足を揃える。同じ事をも

う一度する。)



0ぐ み―…

⑥と同じ動きを、円の内慣Jにする。

0富 …

右足を一歩前に出し、その足に体の重心を

のせ、両手は,旬の前から頭の上で円をつく

る。

0高 の…

左足を左横へ、爪先をおき、左手の手のひ

らをかえして左横に出すc

① 庭―…

①と同じ動作を左足からする。

① わに…

⑤と同じ動作を右足からする。

0春 …

右足を左足に交差して、円の中心に体の向

きを変える。

左足を後にはねて、両手を腹部あたりの前

で交叉して開く。

tOが ―来―…

はねた左足を一歩後へおくと同時に、右足

を左足にそろえて、両手を上でななめに開

く。

0て …

Ⅲ
チョチョンの

"と
いう拍手を二つ。

Dエ ー…

“
チ ョン

ト
の拍手を一つ しながら、両足を

そろえたまま、円周にそって右向きになる。

0白 い…

左手を前、右手を上にあげ、左足を前に一

歩出して、体の重心を左足にかける。

0ラ インの…

右手を前、左手を上にあげ、右足を前に一

歩出して、体の重心を左足にかける。

① めも…

一つ拍手をして、足を揃える。

① あざやか…

右足からその場でひとまわり。(右、左、

右、左で、足をそろえる。)

手は自然にながす。

④ にい―蝶―も…

両手を肩の高さに横にひらいて、上下に動

かしながら、円の外へ二歩出る。(右足を

右へ出し、左足を揃えるc同 じ事をもう一

度する。)

① 来て舞う…

0と 同じ動作を円の内側にする。

② ユニ…

右足を一歩前に出 し、その足に体の重心を

のせ、両手は胸の前か ら頭の上で円をつ く

る。

③ ホーム…

左足を左横へ、爪先をおき、左手の手のひ

らをかえして、左横に出す。

0ユ ーニー…

②と同じ動作を左足より行う。

② ホォー…

②の動きを右横へ、爪先をおき、右手の手

のひらをかえして、右横に出す。

① ムウー…アラ

②、Oと同じ。

② 富高…

Ⅲ
チョチョンの

"と
いう拍手を二つし

② 宮高…

“
チ ョン

い
の拍手 を一つ しながら、両足を

そろえたまま、円周にそって右向きになる。

『アラ、宮高、宮高』力Sはやしのようにな

っている。また振 り付けは、1番の歌詞で、

同じ動きを2回くりかえすようになっている。

(多吾久子)


